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第1章  序論 

学習指導要領(文部科学省、2003)によると、健

康安全・体育的行事は「心身の健全な発達や健康

の保持増進などについての理解を深め、安全な行

動や規律ある集団行動の体得、運動に親しむ態度

の育成、責任感や連帯感の涵養、体力の向上など

に資するような活動を行うこと。」が目標として

定められている。体育行事の中でも、歩くことが

人の最も基本的な動作であることから、歩行行事

は体育行事として重要な役割を果たすものと考え

られる。また、「歩育」の観点からも、体育行事

としての長距離歩行行事の重要性に言及すること

が出来る。 

しかし、昨今の体育行事は、学校制度改革や周

辺環境の変化により削減・縮小の傾向にあるが、

高等学校での体育行事は、学習指導要領に記され

ているように様々な恩恵を得られるものであるこ

とから、今後も継続的に長距離歩行行事を実施し

ていく必要があるだろう。 

そこで、本研究では、現在の長距離歩行行事の

実施状況を調査した(研究Ⅰ)。さらに、長距離歩

行行事を実施している高等学校が行事にどのよう

な魅力持ち、行事の問題点およびその対処方法を

調査した(研究Ⅱ)。 

 

第2章  研究Ⅰ 

1. 目的 

インターネットを利用して各高等学校のホーム

ページを調査し、マラソン大会と比較検討から、

全国の高等学校における長距離歩行行事の実施状

況を明らかにすることを目的とした。 

2. 方法 

全国47都道府県の高等学校 (5058校) を対象に、

インターネットに掲載されている各高等学校の公

式ホームページより調査した。本研究では 5 年制

の高等専門学校、通信制高等学校、夜間の定時制

高校は除外した。 

調査内容は、長距離歩行もしくはマラソンの実

施状況、創立年度、実施距離を調査した。 

3. 結果 

全国5058校の高等学校の実施状況は、長距離歩

行446校 (8.8%) 、マラソン1287校 (25.4%)、不

記載3283校 (64.9%) 、不明42校 (0.8%) であっ

た(図1)。また、地域別において実施率差に差は見

られず、創立年度とも関連が見られなかった。 

実施距離については、長距離歩行の平均距離は

男子28.9±15.8km、女子26.9±13.9km、マラソン

大会は男子 10.6±5.1km、女子 7.3±4.9kmであっ

た。 

長距離歩行 マラソン 不記載 不明

42校(0.8%)

3283校

(64.9%)
1287校

(25.4%)

446校(8.8%)

 

4. 考察 

本研究の結果から、長距離歩行の実施率は、創

立年度や地域差は見られなかった。都道府県ごと

図1．高等学校の実施状況 



にみてみると、40%以上の高等学校が実施している

都道府県もあれば、1校も実施していない、または

マラソン大会を実施している高等学校があること

が明らかとなった。 

第3章  研究Ⅱ 

1. 目的 

現在、長距離歩行行事を継続的に実施している

高等学校が、今後も継続的に実施できるような情

報を提供するために、現在長距離歩行行事にどの

ような魅力持ち、現在までに起きた問題点に対し

どのように対処してきたのかを調査することを目

的とした。 

2. 方法 

研究Ⅰで明らかになった長距離歩行行事を実

施している高等学校445校の中から、本調査への

協力に同意が得られた 214 校(48.1%)を対象に質

問紙調査を行い、回答を得られた 117 校(54.7%)

を分析対象とした。質問紙は、長距離歩行行事担

当者が回答するように依頼し、質問項目は、先行

研究(下田、1999；池田ら、2007)と 学習指導要

領(文部科学省、2003)を基に作成した。 

3. 結果 

「長距離歩行行事から生徒が得られるもの、も

しくは魅力」については、「心身の健全な発達を

促す」が86校(73.5%)と最も回答を得られた(表1)。 

また、「長距離歩行行事を運営していくにあた

って、困難を生じる点」では、「行事を実施する

上での安全面での交通整備が難しい」が 69 校

(59.0%)で、最も回答数が多かった(表 2)。この問

題点に対する対処方法として、教職員や保護者、

地域、警察などによる交通整理という方略がとら

れていることが自由記述より得られた。 

4. 考察 

行事自体の意義・魅力として、心身の健全な成

長、友人とのコミュニケーション、達成感といっ

た内容が挙げられていた。また、行事中の安全対 

策や事故防止のために、地域住民と協力して行事

を運営していることが示された。 

表1.生徒が行事から得られるもの(N=117)の単純集計結果

N(%)

心身の健全な発達を促す 86(73.5)
活力のある生活を生み出す態度を育てる 55(47.0)

 運動から人間関係の構築を図れる 48(41.0)
 集団での団結力を身につけられる 42(35.9)

運動に対する関心や意欲の向上につながる 28(23.9)

生徒の体育授業の成績発表の場として活用できる 16(13.7)
運動習慣が身につく 10(8.5)

その他 21(17.9)  

表2.運営していくにあたって困難を生じる点(N=117)の単純集計結果

N(%)

行事を実施する上での安全面での交通整備が難しい 69(59.0)
行事実施中の事故 33(28.2)

運営協力者の人数の少ない 30(25.6)

生徒の行事に対する意欲が低下したこと 12(10.3)

週5日制による体育行事削減への対応 10(8.5)

他の体育行事との兼ね合い 6(5.1)
地域住民の理解が足りない 4(3.4)

その他 17(14.5)  

 

第4章 総合論議 

本研究で得られた問題点における対処方法によ

って、現在長距離歩行行事を実施している高等学

校が、今後も継続的な実施が出来る可能性がある。

また、本研究で取り上げられなかった問題点に対

しても、高等学校間で積極的な情報交換をしなが

ら解決しいていくことが必要になるだろう。 

今後、長距離歩行行事の継続的な実施をするこ

とによって、高等学校における長距離歩行行事を

通じた歩行教育の普及につながると考えられる。 
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第 1章  序論  

1．  高等学校における体育行事の位置づけ  

高等 学 校 にお け る 体 育 教 育 は 、保 健 体 育 授業 と 、 特別 活 動 の 学校 行事

の 1 つ と して の 位 置 づけ ら れ てい る 健 康 安全 ・ 体 育的 行 事 の 2 つ の 側面

から と ら える こ と が 出来 る 。  

高等 学 校 で行 わ れ て いる 保 健 体育 授 業 は 、 「 心 と 体を 一 体 と して とら

え、 健 康 ・安 全 や 運 動に つ い ての 理 解 と 運動 の 合 理的 な 実 践 を通 し て、

生涯 に わ たっ て 計 画 的に 運 動 に親 し む 資 質や 能 力 を育 て る と とも に 、健

康の 保 持 増進 の た め の実 践 力 の育 成 と 体 力の 向 上 を図 り 、 明 るく 豊 かで

活力 あ る 生活 を 営 む 態度 を 育 てる 。」と い う目 標 を 持っ て 実 施 して い る。  

高等 学 校 の学 校 行 事 は、 高 等 学校 学 習 指 導要 領 (文 部 科 学省 、 2003)に

よる と 特 別活 動 の 中 に含 ま れ てお り 、 儀 式的 行 事 、学 芸 的 行 事、 健 康安

全・ 体 育 的行 事 、 旅 行 ・ 集 団 宿泊 的 行 事 、勤 労 生 産・ 奉 仕 的 行事 の 5 つ

に分 類 さ れて い る (表 1)。 その 中 で も 体育 教 育 と関 連 が 深 いも の が 健康  

 

行事の種類 内容

儀式的行事 学校生活に有意義な変化や折り目を付け，厳粛で清新な気分を味わい，
新しい生活の展開への動機付けとなるような活動を行うこと。

学芸的行事 平素の学習活動の成果を総合的に生かし，その向上の意欲を一層高め
るような活動を行うこと。

健康安全・体育的行事 心身の健全な発達や健康の保持増進などについての理解を深め，安全
な行動や規律ある集団行動の体得，運動に親しむ態度の育成，責任感
や連帯感の涵(かん)養，体力の向上などに資するような活動を行うこと。

旅行・集団宿泊的行事 平素と異なる生活環境にあって，見聞を広め，自然や文化などに親しむ
とともに，集団生活の在り方や公衆道徳などについての望ましい体験を
積むことができるような活動を行うこと。

勤労生産・奉仕的行事 勤労の尊さや創造することの喜びを体得し，職業観の形成や進路の選
択決定などに資する体験が得られるようにするとともに，ボランティア活
動など社会奉仕の精神を養う体験が得られるような活動を行うこと。

学習指導要領(文部科学省、2003)引用
 

表 1.高 等学 校 の 学 校行 事 の 種類 と そ の 内容  
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安全 ・ 体 育的 行 事 で あ る 。 学 習指 導 要 領 (文 部 科学 省 、 2003)によ る と、

健康 安 全 ・ 体 育 的 行 事に つ い ては 「 心 身 の健 全 な 発達 や 健 康 の保 持 増進

など に つ いて の 理 解 を深 め 、 安全 な 行 動 や規 律 あ る集 団 行 動 の体 得 、運

動に 親 し む態 度 の 育 成 、 責 任 感や 連 帯 感 の涵 養 、 体力 の 向 上 など に 資す

るよ う な 活動 を 行 う こと 。 」 が目 標 と し て定 め ら れて い る 。 保健 体 育 授

業 と は 違 い健 康 安 全 ・体 育 的 行事 に は 、 前述 し た 目標 に 加 え 、 学 校 行事

の目 標 で ある 、学校 生活 に 秩 序と 変 化 を 与え 、集団 へ の 所属 意識 を 深 め、

学校 生 活 の充 実 と 発 展に 資 す る体 験 的 な 活動 を 行 うこ と 、 集 団や 社 会の

一 員 と し てよ り 良 い 生活 を 築 こう と す る 自主 性 や 、実 践 的 な 態度 を 育て

人間 と し ての 在 り 方 や生 き 方 の自 覚 を 深 め、 自 己 を生 か す 能 力を 養 うと

い う 内 容 も含 ま れ て いる 。  

我 が 国 に お け る 高 等 学 校 の 体 育 教 育 の 恩 恵 を 調 査 し た 先 行 研 究 で は 、

体育 教 育 に は 運 動 に 親し む 態 度を 構 築 す る要 素 (図 1)も 含 ま れて お り

(高 橋 、 2008)、 体 育 教育 の 経 験が そ の 後 の運 動 習 慣の 獲 得 に 影響 す る こ

と (金 崎、 2000)や 、 大学 生 活 や大 学 卒 業 後に お け る運 動 参 加 の促 進 要因

の 1 つ が 高校 時 代 の 体育 授 業 であ る こ と  (藤 田 ら、2007)が 報 告さ れ てい

る 。 運 動 実施 の 有 無 が心 身 の 健康 に 影 響 を及 ぼ す ため 、 体 育 教育 に 求め  

身体能力
(できる)

知識
(わかる)

思考・判断
(活用する)

態度
(身につく)

生涯にわたって運動やスポーツに親しむための態度

 

高橋 (2008)引 用  

 図 1．  体 育科 の 目 標 (内 容 )構造 の イ メ ージ  
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られ て い るも の は 多 いこ と も 指摘 さ れ て いる (塩田 、2006) 。欧米 の 論文

でも 、 学 校体 育 は 情 緒的 発 達 や社 会 的 発 達、 認 知 的発 達 に も 効果 が ある

と述 べ ら れて い る (Bailey、 2006)。 ま た 、下 田 (1999)は 、 高 等学 校 にお

ける 体 育 行事 の 1 つ とし て 、 持久 走 大 会 につ い て のア ン ケ ー ト調 査 を行

い 、 生 徒 の持 久 力 の 低下 や 我 慢の で き な い生 徒 の 存在 な ど の 問題 に 対し

て、 持 久 走大 会 は 重 要な 役 割 を果 た す 行 事で あ る と報 告 し て いる 。  

以上 の 先 行研 究 か ら 、体 育 教 育 を 通 じ て 心身 の 健 全な 発 達 や 、集 団で

の行 動 に よる 体 験 、 所属 意 識 を養 い 、 普 段の 体 育 の授 業 で は 得ら れ ない

達成 感 や 、準 備 す る 期間 に 得 られ る 忍 耐 力な ど を 体育 行 事 や 保健 体 育を

通じ て 得 られ る と 考 えら れ る 。 体 育 教 育 の一 環 と して 学 校 で 行わ れ てい

る体 育 行 事に は 、 遠 足・ 持 久 走大 会 ・ 登 山・ 運 動 会・ ウ ォ ー キン グ とい

った も の があ り 、 体 育行 事 を 通じ て 様 々 な恩 恵 を 受け る こ と がで き る。  

 

2．  体育行事としての長距離歩行行事  

体育 行 事 の中 で も 、歩く こ と が人 の 最 も 基本 的 な 動作 で あ る こと か ら 、

歩行 行 事 は体 育 行 事 とし て 重 要な 役 割 を 果た す も の と 考 え ら れる 。歩行

は心 肺 機 能を 高 め る のに 有 効 な運 動 で あ り 、歩 行速 度 を 変え るこ と に よ

って 簡 単 に運 動 強 度 が変 わ る 動作 だ と い える 。さ らに 、長距 離 を 歩 く こ

とに よ っ て、忍 耐力 のよ う な 精神 力 の 向 上に も つ なが る だ ろ う。高 等 学

校 で の 長 距 離 歩 行 行 事 に つ い て 調 査 を 行 っ た 池 田 ら (2007)の 研 究 で も 、

生涯 ス ポ ーツ へ の つ なが り か ら歩 行 行 事 の重 要 性 を示 し て い る。  

ま た 、「 歩 育 」 の 観 点 か ら も 、 体 育 行 事 と し て の 長 距 離 歩 行 行 事 の 重

要性 に 言 及す る こ と が出 来 る 。 朝 日 新 聞 (2007 年 12 月 13 日記 事 )にお

いて 、教 育 再 生の 手 段の 1 つ とし て 、学 校に 歩 行 に関 す る 教 育を 取 り 入

れる こ と (＝「 歩 育」)の 重 要 性が 提 案 さ れて い る 。歩 育 と い う言 葉 は「教
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育目 的 を 持 っ て 行 わ れる 歩 行 を手 段 と し た教 育 活 動」と 定義 され て お り、

学 校 に お け る 歩 行 教 育 の 歴 史 的 背 景 (鈴 木 ら 、 1997； 鈴 木 ら 、 1999； 室

星 、2006)や 、歩育 の 可能 性 (村山 、2008 )に関 す る 研究 が 行 わ れて い る 。

歩育 に よ って 、身 体 力、精 神 力、社 会力 を養 う こ とが 出 来 る と 言 わ れ て

お り (村 山 、 2008 )、歩育 の 具 体的 な 実 践 の 1 つ と して 、長 距 離歩 行 行 事

に 注 目 し てい く こ と が今 後 必 要だ と 思 わ れる 。  

高等 学 校 で取 り 組 ん でい る 長 距離 歩 行 行 事の 代 表 的な 事 例 と して「強

歩 大 会 」が 挙げ ら れ る 。大 谷 (1941 )は「 我々 が 歩 くこ と に よ って 脚 力 を

高度 に 鍛 錬し 、ある いは 筋 力 の一 層 の 強 化を 企 画 し 、あ るい は持 久 力 錬

成の 目 的 を達 成 し よ うと す る 場合 に は 、相当 長 い 距離 に 相 当 の速 度 を 要

求す る い わゆ る「 強 歩」の 実 施に よ っ て 、こ の 目 的を 達 成 す るこ と が出

来る こ と にな る  (現 代仮 名 使 いに 改 訂 )  。」と 述 べて い る 。な お 、こ の よ

うな 強 歩 大会 や ウ ォ ーキ ン グ とい っ た 学 校行 事 を まと め て、本研 究 で は

「長 距 離 歩行 行 事 」 と定 義 す る 。  

 

3．  長距離歩行行事の実践 例―山梨県立甲府第一高等学校―  

山 梨 県 の 中 で 長 距 離 歩 行 行 事 を 最 も 古 く か ら 行 っ て い る 山 梨 県 立 甲

府第 一 高 等学 校 で は 、強行 遠 足と い う 名 称で 行 事 を実 施 し て いる 。1924

年 (大 正 13 年 )の 11 月 3 日に 文 部 省か ら 「明 治 節 を国 民 体 育 日と 定 め、

諸 学 校 と も に 記 念 行 事 を 実 施 せ よ 」 と の 通 達 に よ り 、 甲 府 中 学 校 (甲 府

第 一 高 等 学 校 )で は 、 当 時 の 学 校 長 の 江 口 俊 博 が 「 歩 く に ま さ る 身 体 の

訓練 は な い」と して 強行 遠 足 を開 催 し た 。こ こ か ら始 ま った 伝統 行 事 で

ある 強 行 遠足 は 平 成 20 年 で 82 回 大会 とな っ て いる 。強 行 遠足 の 名 前の

由来 は 、自身 の 体力 に応 じ て 歩く こ と を 強調 す る た め で あ り 、物 事 を 乗

り 越 え る た め に 一 切 の 妥 協 と 怠 慢 を 取 り 去 り 精 根 の 限 り 歩 く と い う こ
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とを 重 視 した た め で ある 。 そ の歩 行 距 離 は、 24 時 間か け て 160 ㎞以 上

歩く 時 代 も存 在 し た (長 谷 川 ら 、 1958)。また 、長 距 離歩 行 行 事 を 実 施 す

る理 由 と して は 、達 成感・協 働の 喜 び・体力 の 向 上と い っ た 日常 で は 得

られ な い 活動 を 得 る こと を 目 的と し て 行 って い る 。食 料 の供 給・チ ェ ッ

クポ イ ン トで の 指 示 等な ど を 通じ て 、地 域住 民 や 同窓 生 と の 協力 体 制 が

しか れ て おり 、高等 学校 の 枠 だけ で な く 、県 全 体 の取 り 組み とし て 行 わ

れる 学 校 行事 と な っ てい る 。さら に 、甲 府第 一 高 等学 校 で は 北海 道 北 見

北斗 高 等 学校 と の 強 行遠 足 交 流を 行 っ て おり 、両校 の 高 校遠 足に 数 名 が

参加 す る こと で 、 他 校と の 交 流も 図 っ て いる 。  

 

4．  高等学校における長距離歩行行事の実施継続に向けた課題  

昨今 の 体 育教 育 は 、 ゆと り 教 育や 週 5 日 制制 度 導 入に よ り 削 減さ れて

いく 傾 向 (小 出 ら、 2000)に あ り、 保 健 体 育授 業 の 削減 は 生 徒 の 1 日 の活

動量 を 減 尐さ せ る と 報告 さ れ てい る (浜 崎ら 、 2000)。 また 、 伝 統 的 に長

距離 歩 行 行事 を 実 施 して い る 甲府 第 一 高 等学 校 に おい て も 、 交通 事 情、

特 に 2002 年 に 起き た交 通 事 故を 理 由 に 実施 距 離を 100km か ら 50km に 短

縮し た と いう 例 も あ る (第 80 回強 行 遠 足 記念 誌 、2007)。学 校 制度 の 変革

や交 通 事 情の 変 化 か ら、 今 日 は長 距 離 歩 行行 事 の 実施 継 続 が 支援 さ れる

環境 に あ ると は 言 い 難い 状 況 とな っ て い る。  

しか し 、 高等 学 校 で の体 育 行 事は 、 身 体 の健 康 と 体力 の 育 成 、将 来に

向け て の 運動 ・ ス ポ ーツ 習 慣 の形 成 が 重 視さ れ る ため 、 積 極 的に 取 り組

んで い く 必要 が あ る とい う 報 告 (土 生ら 、 2000)が あ る こと から 、 今 後も

継 続 的 に 長距 離 歩 行 行事 を 実 施し て い く 必要 が あ るだ ろ う 。 高等 学 校に

おけ る 長 距離 歩 行 行 事の 実 施 を保 つ た め には 、 行 事の 実 施 を 促す 効 果的

な支 援 方 策を 構 築 す るこ と が 重要 で あ る と考 え ら れる 。  
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長距 離 歩 行に 関 す る 従来 の 研 究と し て 、至適 処 方 確立 の た め の 生 理 学

的 研 究 (小野 ら 、 1981：渡辺 ら 、 1984 )や 、歩 行 環 境の 認 知 に 関す る 研 究

(佐 藤 、2007 )、高 校 生に お け る足 部 障 害 の影 響 要 因に 関 す る 調査 研 究 (田

神 ら 、 2005 )が 挙 げ ら れ る 。 し か し 、 長 距 離 歩 行 行 事 の 維 持 継 続 を 目 標

とし て 、高等 学 校の 体育 行 事 とし て の 実 施 状 況 や 、そ の 運営 方法 に 着 目

した 研 究 はな い 。  

高等 学 校 にお け る 長 距離 歩 行 行事 の 実 施 状況 を 明 確に し た 上 で 、今後

も継 続 的 に長 距 離 歩 行行 事 を 実施 し て い くた め の 支援 方 策の 1 つと し て 、

長距 離 歩 行行 事 に 対 する 魅 力 や、運 営上 の課 題・問 題 点 を共 有す る こ と

が挙 げ ら れる 。現在 でも 長 距 離歩 行 行 事 を続 け て いる 高 等 学 校で は 、行

事に 対 し て魅 力 を 持 って い る 反面 、継続 的に 実 施 する た め に いく つ か の

問題 点 が ある と 予 想 され る 。事 例 と して 甲府 第 一 高等 学 校 で も取 り 上 げ

たよ う に、交 通 事情 や交 通 事 故の よ う に 行事 実 施 が 困 難 に な る 問 題 点 に

対し て 、対処 方 法を 示す こ と が求 め ら れ る 。現 在 でも 長 距離 歩行 行 事 を

続け て い る高 等 学 校 では 、行 事に 対 して 魅力 を 持 って お り、継続 的 に 実

施 す る た め に い く つ か の 問 題 点 を 解 決 し て 継 続 的 に 実 施 し て い る と 考

えら れ る 。  

 

5．  本研究の構成と目的  

本研 究 は 、 現 在 の 長 距離 歩 行 行事 の 実 施 状況 を 調 査し 、 さ ら に今 後も

継続 的 に 長距 離 歩 行 行事 が 実 施で き る よ うな 環 境 を作 る 為 に 、 長 距 離歩

行行 事 を 実施 し て い る高 等 学 校が 行 事 に どの よ う な魅 力 持 ち 、 現 在 まで

に起 き た 問題 点 に 対 しど の よ うに 対 処 し てき た の かを 調 査 す るこ と を 目

的と し た 。  

具体 的 に は 、研 究 Ⅰ にお い て 、イン タ ー ネッ ト 調 査を 用 い 、全国 5058
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校の 高 等 学校 の ホ ー ムペ ー ジ 上か ら 調 査 を行 い 、 マラ ソ ン 大 会 や 47 都

道府 県 ご との 実 施 率 の比 較 を 行い 、 全 国 でど の 程 度 、 長 距 離 歩行 行 事 が

実施 さ れ てい る か に つい て 検 討し た 。  

次に 、 研 究Ⅱ で は 、 研究 Ⅰ で 明ら か と な った 長 距 離歩 行 行 事 を実 施し

てい る 高 等学 校 に 対 し、 長 距 離歩 行 行 事 の魅 力 と 問題 点 ・ 対 処方 法 を 質

問紙 調 査 で検 討 し た 。ま た 、 マラ ソ ン 大 会で は な く長 距 離 歩 行行 事 を実

施し て い る理 由 や 、 縮小 や 廃 止の 予 定 が ある か ど うか に つ い ても 調 査し

た 。  
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第 2章  研究Ⅰ：高等学校における長距離歩行行事の

実施率調査  

1．  目的  

従来 の 研 究で は 、 長 距離 歩 行 行事 の 実 施 状況 に つ いて 調 査 し た研 究は

なく 現 状 を把 握 す る 第一 歩 と して 、 ど の 程度 全 国 で実 施 し て いる の かを

調査 す る 必要 が あ る 。 そ こ で 、研 究 Ⅰ で は、 イ ン ター ネ ッ ト を利 用 して

各高 等 学 校の ホ ー ム ペー ジ を 調査 し 、 マ ラソ ン 大 会と の 比 較 検討 か ら、

全国 の 高 等学 校 に お ける 長 距 離歩 行 行 事 の 実 施 状 況を 明 ら か に す る こと

を目 的 と した 。  

 

2．  方法  

2-1 .  調 査 対 象  

全 国 47 都道 府 県 の 高等 学 校  (5058 校 ) を 対 象に 、 イ ンタ ーネ ッ ト に

掲載 さ れ てい る 各 高 等学 校 の 公式 ホ ー ム ペー ジ よ り調 査 し た 。本 研 究で

は 5 年 制 の 高等 専 門 学校 、 通 信制 高 等 学 校 、 夜 間 の定 時 制 高 校は 除 外し

た。 調 査 期間 は 2007 年 4 月 3 日か ら 2007 年 7 月 21 日 で あ った 。  

 

2-2 .  手 続 き ・ 測 定 デ ー タ  

イ ン タ ー ネ ッ ト サ イ ト 「 ま な び ど っ と こ む  

(http://www.man-abi.com/) 」 と 「 ウ ィ キ ペ デ ィ ア  

(http://ja.wikipedia.org/wiki/ ) 」 か ら 、 各 都 道府 県 の 高 等学 校 公式

ホー ム ペ ージ の デ ー タを 抽 出 した 。 本 研 究に お い て高 等 学 校 の公 式 ホー

ムペ ー ジ から 調 査 に 使用 し た デー タ は 、 ホー ム ペ ージ 上 の 「 沿革 」 から

創立 年 度 を抽 出 し た 。ま た 、 ホー ム ペ ー ジ上 の 「 年間 行 事 予 定」 も しく

は「 学 校 行事 」 か ら 長距 離 歩 行行 事 も し くは マ ラ ソン 大 会 を 実施 し てい
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る か 、 実 施距 離 を 抽 出し た  (図 2) 。 長 距離 歩 行 とマ ラ ソ ン の両 方 が行

われ て い る場 合 に は 、長 距 離 歩行 を 優 先 させ た 。  

2-3 .  デ ー タ 処 理  

本研 究 で 用い た デ ー タの 群 分 けは 表 2 の 通り で あ る。 な お 、 本研 究で

検討 し た 内容 は 、 個 人が 長 い 距離 を ゴ ー ルに 向 か って 進 ん で いく 行 事を

調査 す る もの で あ っ たた め 、 高等 学 校 で 行わ れ て いる 駅 伝 大 会 は 本 研究

から 除 外 した 。47 都 道府 県 で ど の 程 度 の 高等 学 校 が長 距 離 歩 行を 実 施 し

てい る か を検 討 し て いく た め に各 群 の 割 合を 検 討 した 。 ま た 創立 年 度、  

ウィキペディアで高等学校一覧を検索
各都道府県の公式HPにアクセス
(http://ja.wikipedia.org/wiki/)

まなびどっとこむから高校リスト作成
(http://www.man-abi.com/)

沿革等から創立年度を抽出 学校行事やトピックス等から
実施状況・距離を抽出

 

 

 

分類名 定義

長距離歩行
高等学校の公式ホームページ上に強歩もしくは
ウォーキングの行事が記載されていた高校

マラソン
高等学校の公式ホームページ上にマラソンもしく
は走る関係の行事が記載されていた高校(強歩と
マラソンが重複した場合、強歩を優先させた)

不記載
高等学校の公式ホームページ上に強歩もしくはマ
ラソンの行事が記載されていなかった高校

不明 公式ホームページが見つからなかった高校
 

表 2．デ ー タの 分 類  

図 2．デ ー タ入 力 の 手順  
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都道 府 県 別・ 地 方 別 に実 施 状 況を 算 出 し その 内 容 につ い て も 検討 し た。  

実施 距 離 は長 距 離 歩 行が 20 ㎞ 以 下、 21-30 ㎞ 、31-40 ㎞、 41 ㎞以 上 の

4 区 分で 、 マラ ソ ン は 10 ㎞ 以 下 、 11-20 ㎞ 、 21 ㎞ 以 上 の 3 区 分 と し た 。 

創立 年 度は 1925 年 以前 、1926-1945 年 、1946-1965 年 、1966-1985 年、

1986 年 以降 の 5 つ に区 分 に して 長 距 離 歩行 行 事 、マ ラ ソ ン 、不記 載 の有

効デ ー タ であ る 4848 校 で検 討 した 。各 年代 で パ ーセ ン ト 値 を出 し た 。そ

の後 、 長 距離 歩 行 行 事と マ ラ ソン の 実 施 状況 と 学 校創 立 年 度 との 間 に関

連が あ る かを 見 る た めに χ 2 検 定を 行 っ た。  

 

3．  結果  

全 国 5058 校の 高 等 学校 の 実 施状 況 は 、 長距 離 歩行 446 校  (8.8%) 、

マラ ソ ン 1287 校  (25.4%)、不記 載 3283 校  (64.9%) 、不明 42 校  (0.8%) 

であ っ た  (図 3) 。また 、都道 府 県 別の 実施 状 況 の割 合 を 出 した  (表 3) 。

長距 離 歩 行が 高 等 学 校で 多 く 実施 さ れ て いる 都 道 府県 の 上 位 5 都 道 府県  

 

長距離歩行 マラソン 不記載 不明

42校(0.8%)

3283校

(64.9%)
1287校

(25.4%)

446校(8.8%)

 

 図 3. 全 国 の実 施 状 況  
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長距離歩行
校数(%)

マラソン
校数(%)

不記載
校数(%)

不明
校数(%)

北海道 43(13.4) 58(18.1) 215(67.0) 5(1.6)
青森県 7(8.1) 8(9.3) 69(80.2) 2(2.3)
岩手県 0(0) 4(4.5) 85(95.5) 0(0)

東北地方 秋田県 17(26.6) 0(0) 46(71.9) 1(1.6)
宮城県 9(8.5) 20(18.9) 77(72.6) 0(0)
山形県 2(3.0) 14(21.2) 50(75.8) 0(0)
福島県 12(11.0) 24(22.0) 72(66.1) 1(0.9)
合計 47(9.0) 70(13.4) 399(76.6) 5(1.0)
茨城県 13(9.8) 33(24.8) 86(64.7) 1(0.8)
栃木県 6(7.6) 32(40.5) 41(51.9) 0(0)
群馬県 8(9.1) 42(47.7) 37(42.1) 1(1.1)

関東地方 埼玉県 34(16.4) 103(49.8) 70(33.8) 0(0)
千葉県 13(6.6) 75(38.3) 107(54.6) 1(0.5)
東京都 14(3.6) 110(28.4) 255(65.7) 9(2.3)
神奈川県 5(2.3) 52(23.9) 161(73.9) 0(0)
合計 93(7.1) 447(34.2) 757(57.8) 12(0.9)
山梨県 19(42.2) 0(0) 24(53.3) 2(4.4)
新潟県 1(1.0) 25(25.3) 73(73.7) 0(0)
長野県 37(34.3) 11(10.2) 60(55.6) 0(0)

中部地方 富山県 1(1.8) 7(12.7) 47(85.5) 0(0)
石川県 8(13.8) 11(19.0) 37(63.8) 2(3.5)
福井県 7(18.9) 7(18.9) 23(62.2) 0(0)
岐阜県 9(11.1) 7(8.6) 64(79.0) 1(1.2)
静岡県 7(4.8) 71(48.6) 65(44.5) 3(2.1)
愛知県 6(3.0) 14(6.9) 182(89.7) 1(0.5)
合計 95(11.4) 153(18.4) 575(69.1) 9(1.1)
三重県 1(1.2) 29(35.8) 51(63.0) 0(0)
滋賀県 2(3.6) 0(0) 53(96.4) 0(0)
京都府 0(0) 25(25.3) 73(73.7) 1(1.0)

近畿地方 大阪府 8(3.0) 52(19.8) 203(77.2) 0(0)
兵庫県 5(2.4) 46(22.4) 154(75.1) 0(0)
奈良県 5(9.1) 13(23.6) 37(67.3) 0(0)
和歌山県 8(16.3) 21(42.9) 19(38.8) 1(2.0)
合計 29(3.6) 186(23.1) 590(73.1) 2(0.3)
鳥取県 8(24.2) 1(3.0) 24(72.7) 0(0)
島根県 2(3.9) 19(36.5) 30(57.7) 1(1.9)

中国地方 岡山県 12(13.0) 9(9.8) 71(77.2) 0(0)
広島県 4(2.9) 61(44.2) 72(52.2) 1(0.7)
山口県 18(18.6) 35(36.1) 43(44.3) 1(1.0)
合計 44(10.7) 125(30.3) 241(58.4) 3(0.7)
徳島県 0(0) 2(4.6) 41(93.2) 1(2.3)
香川県 2(4.6) 8(18.2) 34(77.3) 0(0)

四国地方 愛媛県 1(1.4) 33(47.1) 36(51.4) 0(0)
高知県 5(10.2) 15(30.6) 29(59.2) 0(0)
合計 8(3.9) 58(28.0) 140(67.6) 1(0.5)
福岡県 13(8.7) 38(25.5) 98(65.8) 0(0)
佐賀県 3(6.5) 16(34.8) 27(58.7) 0(0)
長崎県 15(17.4) 38(44.2) 32(37.2) 1(1.2)

九州地方 熊本県 13(14.4) 37(41.1) 37(41.1) 3(3.3)
大分県 23(35.4) 3(4.6) 38(58.5) 1(1.5)
宮崎県 4(7.4) 12(22.2) 38(70.4) 0(0)
鹿児島県 15(16.7) 19(21.1) 56(62.2) 0(0)
合計 86(14.8) 163(28.1) 326(56.2) 5(0.9)
沖縄県 1(1.5) 27(39.7) 39(57.4) 1(1.5)  

表 3. 都 道 府県 別 ・ 地方 別 の 実施 状 況  
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は、 山 梨県 42.2%、 大分 県 35.4%、 長 野 県 34.3%、 秋田 県 26.6%、 鳥取 県

24.2%であ っ た 。一 方 、岩 手 県・京都 府・徳島 県 に おい て は 長距 離 歩 行を

実施 し て いる 高 等 学 校が な か った 。 ま た 、マ ラ ソ ンが 多 く 実 施さ れ てい

た上 位 5 都道 府 県 は 、埼玉 県 49.8%、静 岡県 48.6%、群馬 県 47.7%、愛 媛

県 47.1%、広島 県 44.2%で あっ た 。一 方 、秋 田 県・山 梨 県・滋賀 県 に おい

ては マ ラ ソン を 実 施 して い る 高等 学 校 が なか っ た 。  

実施 率 を 地方 別 に 見 てみ る と 、長 距 離 歩 行行 事 の 実施 率 は 北 海道 地方

43 校  (13.4%) 、東 北地 方 47 校  (9.0%) 、 関 東地 方 93 校  (7.1%) 、 中

部地 方 95 校  (11.4%) 、近 畿地 方 29 校  (3.6%) 、中 国 地 方 44 校  (10.7%) 、

四国 地 方 8 校  (0.4%) 、九州 地方 86 校  (14.8%) 、沖 縄地 方 1 校  (1.5%) 

であ っ た 。ま た 、 マ ラソ ン 大 会の 実 施 率 は北 海 道 地方 58 校  (18.1%) 、

東北 地 方 70 校  (13.4%) 、 関 東地 方 447 校  (34.2%) 、 中部 地方 153 校  

(18.4%) 、近 畿 地 方 186 校  (23.1%) 、中 国 地方 125 校  (30.3%) 、 四 国

地 方 58 校  (28.0%) 、九 州 地方 163 校  (28.1%) 、沖 縄 地方 27 校  (39.7%) 

であ っ た 。  

実 施 距 離 に つ い て 男 女 別 に 長 距 離 歩 行 行 事 と マ ラ ソ ン 大 会 で 比 較 検

討し た 。ホ ー ム ペー ジ上 に 記 載が あ っ た 実施 距 離 にお け る 有 効デ ー タ は 、

長距 離 歩 行が 男 子 167 校  (37.4%) 、 女 子 152 校  (34.1%) であ っ た 。ま

た 、マ ラソ ン の 有効 デー タ 数 は男 子 280 校  (21.8%) 、女 子 277 校  (21.5%) 

で あ っ た 。 長 距 離 歩 行 行 事 の 平 均 距 離 は 男 子 28.9±15.8km、 女 子 26.9

±13.9km であ っ た  (図 4) 。ま た 、 マ ラソ ン 大 会は 男 子 10.6±5.1km、

女 子 7.3±4.9km で あっ た  (図 5) 。長 距離 歩 行 行事 で 最 も 長い 距 離 を実

施し て い る高 等 学 校 は 、 北 海 道県 立 湧 別 高等 学 校  (男 女 共 ) ・群 馬 県私

立 白 根 開 善 高 等 学 校  (男 女 共 ) ・ 大 阪 府 私 立 清 風 高 等 学 校  (男 子 ) の

100 ㎞で あ った 。 ま た 、 マ ラ ソン 大 会 は 男女 共 に 、最 長 が 北 海道 県 立 北  
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見緑 陵 高 等学 校 の 42.195 ㎞ で あっ た 。  

創立 年 度 につ い て 年 代別 の 実 施状 況 を 検 討し た と ころ 図 6 の よう にな

った 。創立 年 度の 有 効デ ー タ 数は 、長 距 離歩 行 434 校  (97.3%) 、マ ラ ソ

ン 1237 校  (96.1%) であ っ た 。長 距 離 歩 行を 実 施 して い る 高 等学 校 は  

図 4. 長 距 離歩 行 の 実施 距 離  

図 5. マ ラ ソン の 実 施距 離  
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1925 年 以前 164 校  (9.5%) 、1926-1945 年 49 校  (7.8%) 、1946-1965 年

124 校  (10.3%) 、1966-1985 年 69 校  (7.2%) 、1986 年 以降 28 校  (8.7%) 

で あ っ た 。 ま た 、 マ ラ ソ ン に お い て 1925 年 以 前 400 校  (23.1%) 、

1926-1945 年 134 校  (21.3%) 、1946-1965 年 314 校  (26.1%) 、1966-1985

年 333 校  (34.7%) 、 1986 年 以 降 56 校  (17.5%) で あ った 。長 距 離 歩行

の 実 施 状 況 に 関 し て は 学 校 創 立 年 度 と の 関 連 が 認 め ら れ た  (χ 2  (4) = 

144.6 、  p < 0.001 ) 。 ま た 、マ ラ ソ ン に関 し て も実 施 状 況 に関 し ては

学校 創 立 年度 と の 関 連が 認 め られ た  (χ 2 (4) = 341.7 、  p < 0.001 ) 。  

 

4．  考察  

本研 究 は 、全 国 の 高 等学 校 で の長 距 離 歩 行行 事 の 実施 状 況 を 調査 する

こと を 目 的と し 、 イ ンタ ー ネ ット 上 で 調 査を 行 っ た。  

全国 の 実 施割 合 か ら 見て み る と 、 同 じ 地 方の 中 で も 都 道 府 県 別に 実施

状況 に 違 いが 見 ら れ 、一 部 の 地域 の 実 施 率が 高 い とい う 傾 向 は見 ら れな

かっ た 。 この こ と か ら 、 体 育 行事 の 取 り 組み 方 は 、都 道 府 県 ごと 、 また

図 6. 創 立 年度 か ら 見た 実 施 状況 の 割 合  
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地域 ご と に異 な っ て いる と 考 えら れ る 。長距 離 歩 行の 8.8%に比 べ 、マラ

ソン は 25.4%と な っ てお り 、 現在 高 等 学 校で 行 わ れて い る 体 育行 事 では

マラ ソ ン の方 が 多 く 実施 さ れ てい る こ と が明 ら か とな っ た 。 また 、 不記

載 が 64.9%も あ っ た こと か ら 、半 分 以 上 の高 等 学 校が 長 距 離 歩行 や マラ

ソン を 行 って い な い こと が 分 かっ た 。  

実施 距 離 の点 か ら 長 距離 歩 行 とマ ラ ソ ン を比 較 す ると 、 長 距 離歩 行の

方 が 長 い 距離 を 歩 く 行事 で あ った 。 ま た 、こ の こ とか ら 距 離 に比 例 して

長い 時 間 かけ て 行 う とい う こ とも 考 え ら れる 。 男 女で 比 較 し たと こ ろ 、

長距 離 歩 行も マ ラ ソ ンも 男 子 の方 が 長 い 距離 を 歩 いて い る こ とが 示 され

た 。  

創立 年 度 から 、長 距 離歩 行 と マラ ソ ン 共 に有 意 な 差が 認 め ら れた  (p < 

0.001) 。こ の こ と から 、長 距 離 歩行 も マラ ソ ン も創 立 年 度 によ っ て 実施

して い る 高等 学 校 の 数が 変 化 して い る こ とが 分 か った 。 ま た 、ど ち らに

関し て も 1986 年以 降に 創 立 され た 高 等 学校 に お いて 、体育 行事 と し て長

距離 歩 行 やマ ラ ソ ン を実 施 し てい る 高 等 学校 が 尐 なく な っ て いる こ とが

わか っ た 。 し か し 、 高等 学 校 の数 は 減 っ てい る も のの 実 施 し てい る 割合

に関 し て は変 化 し て おら ず 、 絶対 数 が 減 って い る だけ で 、 実 施し 始 めて

いる 高 等 学校 は 変 わ らな い と 考え ら れ る 。  

本研 究 で は 、 イ ン タ ーネ ッ ト を使 用 し て 調査 を 行 なっ た 。 イ ンタ ーネ

ット は 広 い範 囲 を 短 時間 で 調 査す る こ と に優 れ て おり 、 目 的 とし て いた

長距 離 歩 行行 事 の 実 施状 況 の 調査 に 関 し て 、高等 学 校 の約 99％の デ ータ

が集 ま っ た。 こ れ は 質問 紙 調 査を 行 な う より も 高 い情 報 収 集 力で あ ると

考え ら れ る。 し か し 、公 式 ホ ーム ペ ー ジ 上に 長 距 離歩 行 と い った 体 育行

事 が 、 実 際は 行 わ れ てい る の に掲 載 さ れ てい な い 場合 は デ ー タと し て抽

出す る こ とが 出 来 な かっ た た め 、 今 回 の デー タ は 実施 率 を 過 小評 価 して



第 2章 研究Ⅰ 

16 

 

いる か も しれ な い 。 従っ て 、 デー タ を 読 み取 る 際 に 、 こ の 点 に注 意 する

こと が 必 要で あ る と 思わ れ る 。  
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第 3章  研究Ⅱ：長距離歩行行事の意義と運営におけ

る問題点およびその対処方法の検討  

1．  目的  

研 究 Ⅰ で 明 ら か と な っ た 長 距 離 歩 行 行 事 を 実 施 し て い る 高 等 学 校 で

は、 行 事 に対 し て 魅 力を 持 っ てお り 、 継 続的 に 実 施す る た め にい く つか

の 問 題 点 を解 決 し て 現在 で も 実施 し て い ると 考 え られ る 。 そ こで 、 研究

Ⅱ で は 、 今後 も 継 続 的に 長 距 離歩 行 行 事 が実 施 で きる よ う な 情報 を 提供

する た め に、 現 在 長 距離 歩 行 行事 を 実 施 して い る 高等 学 校 が 行事 に どの

よう な 魅 力持 ち 、 現 在ま で に 起き た 問 題 点に 対 し どの よ う に 対処 し てき

たの か を 調査 す る こ とを 目 的 とし た 。  

 

2．  方法  

2-1 .  調 査 対 象 ・ 調 査 期 間  

研究 Ⅰ で 明ら か に な った 長 距 離歩 行 行 事 を実 施 し てい る 高 等 学校 445

校の 中 か ら、予 備 調 査に 対 す る回 答 が 得 られ 、か つ、本 調査 への 協 力 に

同意 が 得 られ た 214 校 (48.1%)を対 象 に質 問 紙 調査 を 行 い 、質 問 紙 調査

の 回 答 を 得ら れ た 117 校 (54.7%)の 高等 学校 を 分 析対 象 と し た。 調 査 期

間 は 2008 年 5 月 7 日～ 5 月 23 日 で 行 った 。 質 問紙 は 、 長 距離 歩 行 行事

担当 者 が 回答 す る よ うに 依 頼 した 。  

 

2-2 .  質 問 項 目  

質問 内 容 は、 学 習 指 導要 領 (文 部 科 学省 、 2003)、 持 久 走大 会の 現 状 につ

いて 研 究 した 下 田 (1999) 、高 等 学校 の ウ ォー キ ン グイ ベ ン ト につ い て注

目し た 池 田ら (2007)の調 査 項 目を 基 に 作 成し た 。 質問 項 目 は 、 問 1「学

校名 」、問 2「 長距 離歩 行 行 事の 目 的」、問 3「 長距 離 歩 行 行事 の 参 加率
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と完 歩 率 」、 問 4「 長距 離 歩 行行 事 か ら 生徒 が 得 られ る も の 、も し くは

魅力 」、問 5「 長距 離歩 行 行 事以 外 の 体 育行 事 」、問 6「マ ラソ ン 大 会で

はな く 長 距離 歩 行 行 事を 実 施 して い る 理 由」 、 問 7「 長 距 離 歩行 行 事の

廃止 、 縮 小、 あ る い は他 行 事 への 変 更 の 計画 ・ 検 討」 、 問 8「長 距 離歩

行行 事 を 運営 し て い くに あ た って 、 困 難 を生 じ る 点」 、 問 9「問 8 で 上

げら れ た 問題 点 に 対 して ど の よう な 対 処 ・解 決 を して き た か 、ま た は、

もし も そ のよ う な 状 況に 直 面 した 時 の 対 処方 法 」、問 10「 行 事に 参 加し

てい る 生 徒の 目 線 か ら見 た 長 距離 歩 行 行 事の 魅 力」、問 11「 行事 に 参加

して い る 生徒 の 目 線 から 見 た 長距 離 歩 行 行事 の 問 題点 」 と な って い た。

その 質 問 項目 の 中 か ら 、本 稿 で は 、特 に 重要 だ と 思わ れ る 問 4、問 6、問

7、 問 8、 問 9、 問 10、 問 11 か ら得 ら れ たデ ー タ を解 析 対 象 とし た 。な

お、 該 当 する 質 問 項 目 (問 9 は 省 略 )に つ いて は 表 4 に 記 し た 。  

 

2-3 .  分 析 方 法  

長距 離 歩 行行 事 の 魅 力 、問題 点 に おい て 、ど のよ う な 要因 が 多く 認 識

され て い るか に つ い て、記述 統 計 を算 出 し検 討 を 行っ た。さ らに 自 由 記

述で 得 た 長距 離 歩 行 行事 の 具 体的 な 問 題 点と 具 体 的な 対 処 方 法、長 距離

歩行 行 事 を行 っ て い る意 義 、行 事の 縮 小・廃 止の 予 定 に つ い ては 、質 問

紙か ら 得 られ た 回 答 から キ ー ワー ド を 抽 出し 、研 究者 3 人 で カテ ゴ リー

分け を 行 った 。具 体 的な 問 題 点と 具 体 的 な対 処 方 法に つ い て は、カテ ゴ

リー 分 け を行 っ た 後 、1 校 し か回 答 を 得 られ て い ない 内 容 に 関し て は除

外し て 検 討し た 。  
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表 4. 本 研 究の 質 問 項目 と 単 純集 計 結 果  
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3．  結果  

3-1． 長 距 離 歩 行 行 事 か ら 得 ら れ る も の 、 も し く は 魅 力 に つ い て (表 4) 

「長 距 離 歩行 行 事 か ら生 徒 が 得ら れ る も の 、もし く は 魅力 」の回 答率

は 、「 心身 の 健 全な 発達 を 促 す 」を 86 校 (73.5%)で 最 も回 答率 が 高 かっ

た。 他 の 項目 に つ い て は 、 「 活力 の あ る 生活 を 生 み出 す こ と がで き る」

が 55 校 (47.0%)、「 運動 か ら 人間 関 係 の 構築 を 図 れる 」が 48 校 (41.0%)

の高 等 学 校が 選 択 し た 。ま た 、「 その 他 (自 由 記述 )」に つ い ては 、「 伝

統行 事 に 参加 す る こ とで 高 等 学校 へ の 所 属意 識 を 高め る こ と がで き る 」、

「自 然 へ の関 心 、 理 解」 、 「 自己 へ の 挑 戦」 な ど が挙 げ ら れ てい た 。  

「行 事 に 参加 し て い る生 徒 の 目線 か ら 見 た長 距 離 歩行 行 事 の 魅力 」は、

「完 歩 し たこ と で 達 成感 が 得 られ る 」 に つい て 106 校 (90.6%)の 回 答が

得ら れ 、「 日常 で は 経験 で き ない 体 験 が 得ら れ る 」 79 校 (67.5%)と「友

達と の 交 流が 深 め ら れる 」 78 校 (66.7%)も高 い 回 答率 が 得 ら れ た 。「 そ

の他 」に 関 して は 、「 体 力の な さを 痛 感 する こ と で運 動 を す るよ う に な

る 」、「 友達 と 励 ま しあ っ た り協 力 し あ った り して 1 つ の こ とを 達 成で

きる 喜 び を味 わ う 」、「 授業 以 外 の体 験 がで き る 」とい っ た 項目 が 上 げ

られ た 。  

3-2．長 距 離 歩 行 行 事 の 実 施 に お い て 、 困 難 を 生 じ る 点 、も し く は 問 題

点 に つ い て (表 4) 

「長 距 離 歩行 行 事 を 運営 し て いく に あ た って 、困 難 を 生じ る 点 」の回

答 率 に お いて 、 「 行 事を 実 施 する 上 で の 安全 面 で の交 通 整 備 が難 し い」

が 69 校 (59.0%)の 回 答を 得 ら れた 。そ れ 以下 の 回 答率 は 、「 行事 実 施 中

の 事 故 」 が 33 校 (28.2%)で 「 運 営 協 力 者 の 人 数 が 足 り な い 」が 30 校

(25.6%)と な っ て お り 、 安 全 面 で の 交 通 整 備 と い う 問 題 点 以 外 は 、 回 答

率が 低 く なっ た 。ま た、「そ の 他」の 中 には 、「 ト イ レの 設 置」、「 コ
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ース 設 定 が難 し い 」、「 天候 の 問題 」と いっ た 内 容が 挙 げ ら れた 。「 行

事に 参 加 して い る 生 徒の 目 線 から 見 た 長 距離 歩 行 行事 の 問 題 点」は「歩

行距 離 が 長い 、短 い 」の 項目 が 63 校 (53.8%)の 回 答率 を 得 ら れた 。さ ら

に、「 行 事に 対 す る 魅力 を 理 解で き な い 」が 47 校 (40.2%)、「体 力差 (性

別や 学 年 など )の考 慮が な い 」が 23 校 (19.7%)で あっ た 。 「 その 他 」 の

内容 に は 、「コ ー ス 上の 虫 の 問題 」、「 コン ビ ニ が途 中 に な い 」、「 足

の 痛 み 」 とい っ た 問 題点 も 挙 げら れ て い た。  

3-3． 長 距 離 歩 行 行 事 を 実 施 し て い る 理 由 に つ い て (表 4) 

「マ ラ ソ ン大 会 で は なく 長 距 離歩 行 行 事 を実 施 し てい る 理 由 」(N=90)

につ い て 、最 も 回答 数が 多 か った の は「 伝 統 行 事 とし て 行 っ てい る た め」

とい う 内 容で 16 校 (17.8%)が 挙げ て お り 、具 体的 に は「 戦 前 より 行 われ

てい る 本 校の 伝 統 行 事と し て 引き 継 が れ てい る 」とい っ た 内 容が 挙 げら

れて い た。他 には 、「厳 し い条 件 の中 、歩き 通 す こと に よ っ て、強 い精

神力 を 身 につ け る 。」と いっ た 内容 が 挙 げら れ 、精 神力 や 達 成感 を 得 る

ため と い う項 目 も 13 校 (14.4%)か ら 回 答さ れ た 。ま た、マ ラソ ン 大 会と

比較 し た 魅力 と し て は、交 通 安全 確 保 の 容易 さ や 競争 に な り にく く 楽し

める 要 素 を取 り 組 ん でい る と いっ た 内 容 が抽 出 さ れた 。な お 、長 距離 歩

行 行 事 と マ ラ ソ ン 大 会 の 両 方 を 実 施 し て い た り 区 別 が 曖 昧 で あ っ た り

する 高 等 学校 が 13 校 (14.4%)認 め られ た。  

3-4． 長 距 離 歩 行 行 事 の 廃 止 、 縮 小 、 あ る い は 他 行 事 へ の 変 更 の 計 画 ・

検 討 に つ い て (表 4) 

縮小 廃 止 の予 定 に つ いて は 22 校 か ら 回 答が 得 ら れ、 危 険 個 所を 避け

る な ど 、 ル ー ト 変 更 お よ び 距 離 の 縮 小 を 検 討 し て い る 高 等 学 校 が あ り 、

交 通 事 情 に よ っ て 縮 小 や 廃 止 の 傾 向 に あ る 高 等 学 校 が あ る こ と が 示 さ

れた 。ま た 、多 数の 保護 者 の 協力 を 必 要 とす る 行 事で あ る が 、生 徒の 減
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尐 に よ っ て 保 護 者 の 運 営 協 力 者 が 尐 な く な っ て い る と い う 状 況 も 挙 げ

られ て い た。  

3-5． 長 距 離 歩 行 行 事 の 問 題 点 に 対 す る 対 処 方 法 に つ い て (表 5) 

運営 上 の 具体 的 な 問 題点 と 具 体的 な 対 処 方法 に つ いて は 、全 ての カテ

ゴリ ー が 1 校 し か 得 られ な か った た め「 他の 体 育 行事 と の 兼 ね合 い」に

関し て は 検討 対 象 か ら除 外 し た。最も 回 答数 が 多 かっ た「 行 事を 実 施 す

る上 で の 安全 面 で の 交通 整 備 が難 し い」とい う 問 題点 に 関 し て、その 具

体 的 な 問 題 点 の 内 容 と し て 「 交 通 量 の 多 い 道 を 通 る 」 (20 校 )や 、 「歩

道 の な い 道 路 ・ 狭 い 道 路 の 通 行 」 (14 校 )、 「 生 徒 の 交 通 事 故 防 止 」 (7

校 )、 「 大 型 車 ・ ト ラ ッ ク の 交 通 量 が 多 い 」 (7 校 )と い っ た 具 体 的 な 問

題点 が 挙 げら れ て い た。ま た、こ れ らの 問 題点 に 対 する 対 処 方 法と し て、

教職 員 や 保護 者、地 域、警察 な ど によ る 交通 整 理 とい う 方 略 がと ら れ て

いた 。「 行 事中 の 事 故 」の 具 体 的な 問 題 とし て は 、「怪 我 人・急病 人 の

対策 」 (9 校 )や 「 熱 中症 対 策 」 (6 校 )、 「交 通 事 故対 策 」 (4 校 )が 挙げ

られ て い た 。「 安 全 面で の 交 通整 備 が 難 しい 」、「 行 事中 の 事故 」お よ

び「 運営 協 力者 の 人 数が 尐 な い 」と い う 問題 点 に つい て は 、その 具 体 的

な内 容 に 関し て 自 由 記述 の 得 られ た 割 合 が高 く 、共通 し て 得 られ て いる

対処 方 法 とし て は、教職 員 だ けで は な く 保護 者 や 警察 、地 域 住民 の 協 力

を得 な が ら行 事 を 実 施し て い るこ と が わ かっ た。ま た、交 通 整理 以 外の

方法 と し ては 、コ ー スの 設 定 方法 の 工 夫 が挙 げ ら れ、交通 量 の多 い 道 や

歩道 の な い道 を 通 ら ない よ う にす る 適 切 なコ ー ス 設定 や 、関 門を 増 加し

て生 徒 の 動向 を 見 守 ると い う 方法 も 取 ら れて い た。ま た、回 答数 は 尐な

かっ た が 、交 通 安 全 のた め に のぼ り 旗 や 看板 な ど で 注 意 を 喚 起す る とい

う方 法 を 取っ て い た り、生 徒 の出 席 率 を 向上 さ せ る対 策 の た めに 追 歩行

を行 っ て いた り す る 高等 学 校 があ っ た 。  
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N N

交通量の多い道を通る(20校) 交通指導員やチェックポイントでの人数が教師だけでは足りない(24校)

教師を交通指導員として配備 11 保護者に交通指導の協力を依頼 15

保護者に交通指導の協力を依頼 6 教師が数カ所交通指導を掛け持ちして運営 3

歩道のある道路(幹線道路・サイクリングロード)に変更 4 全教師(体育教師以外、非常勤講師)の協力 3

コースの安全確認・変更 4 学校後援会や卒業生の協力 3

生徒に事前指導(コース説明) 4 行事不参加生徒の協力 2

警察への届け出をして協力を依頼 2 生徒の減少に伴い教師・保護者も減少(4校)

のぼり旗や看板で車に行事実施を伝え注意喚起 3 コースの検討・短縮 2

交通安全協会、駐在所への協力を依頼 2 未記載(21校)

歩道のない道路・狭い道路の通行(14校) 保護者に交通指導の協力を依頼 11

教師を交通指導員として配備 7 全教員(非常勤講師、学年づき以外の教員)の協力 4

保護者に交通指導の協力を依頼 4 スポーツ救護赤十字奉仕団、地域住民の協力 2

警察に信号機の交通指導や、巡回を依頼 3 試合を直前に控えている生徒、けがをしている生徒に交通整理 2

生徒に対する事前指導(コース説明) 3 N

交通量の少ない道に変更 3 行事に対する意欲の低下(6校)

のぼり旗や看板で車に行事実施を伝え注意喚起 2 行事実施の必要性の理解 3

生徒の交通事故防止(7校) 教員が励ましながら実施 2

教師を交通指導員として配備 5 タイムオーバー・欠席がいる(3校)

より安全なコースに設定 4 追歩行の実施 2

保護者の協力 3 未記載(15校)

大型車・トラックの交通量が多い(7校) 生徒への事前指導 3

建設会社に連絡をして歩行通路を確保 5 意識向上 2

コースの安全確認・変更 3 体育授業に持久走の取り入れ 2

危険個所での交通指導員が足りない(6校) N

保護者の協力 4 未記載(13校)

未記載(23校) 伝統行事として実施しているので問題なし 3

交通量の少ない道(山道、サイクリングロード、堤防道路)へ変更 6 大会の重要性について教員の理解を得る 2

保護者に交通指導の協力を依頼 5 N

警察に協力の依頼 5 交通の邪魔になるという苦情が来る(3校)

河川国道事務所や国土交通省に事前連絡 2 教師の交通整理 2

N 未記載(16校)

怪我人・急病人の対策(9校) 事前に役場や地域住民に行事実施を連絡 7

教師を多く配置 2 居住者の少ないコースに変更して実施 2

救護車の待機 2 N

病院に緊急時の対応を依頼 2 天候の影響で実施できない(4校)

看護師の配置 2 事前に天気予報を確認し中止 4

熱中症対策(6校) 距離の変更 2

チェックポイントでの給水・食事 4 未記載(5校)

交通事故対策(4校) 事前にコースの検討 2

関門を多くして生徒の動向を把握 2

熊やハチなどの対策(4校)

クマよけの鈴を配布 2

未記載(22校)

警察、消防、病院の協力 8

巡回車でパトロールを実施 5

事故対応マニュアルを作成 4

救護車の待機 4

医者の待機 2

その他

行事を実施する上での安全面での交通整備が難しい 運営協力者の人数が足りない

生徒の行事に対する意欲が低下した

週5日制による体育行事削減への対応

地域住民の理解が足りない

行事中の事故

 

 

 

表 5.長 距離 歩 行 行 事の 具 体 的な 問 題 点 と具 体 的 な対 処 方 法  

※ 太 字 ゴ シ ッ ク 体 で 下 線 を 付 け て 記 述 し て い る の が 選 択 し た 問 題 点 、 ゴ シ ッ ク 体 の 斜 体 が 具 体 的 な

問 題 点 、明 朝 体 が 具 体 的 な 対 処 方 法 。問 題 点 に は (  )の 中 に 選 択 し た 高 等 学 校 の 数 を 、対 処 方 法 の

校 数 は N と 書 か れ た 段 に 記 述 し て あ る 。  
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4．  考察  

本研 究 は 、 体 育 行 事 が精 選 さ れて い く 中 、 長 距 離 歩行 行 事 の 魅力 と問

題点 を 明 らか に す る こと で 、 現在 で も 長 距離 歩 行 行事 を 実 施 して い る高

等学 校 が 今後 も 行 事 を実 施 し てい け る よ うな 情 報 提供 を 行 う ため に 、行

事実 施 校 に対 し て 質 問紙 調 査 を行 っ た 。  

本研 究 の 結果 か ら 、 長距 離 歩 行行 事 か ら 生徒 が 得 られ る も の 、も しく

は魅 力 は 、 「 心 身 の 健全 な 発 達を 促 す 」 が最 も 多 い こ と が 確 認さ れ た 。

さら に 、 行事 に 参 加 して い る 生徒 の 目 線 から 見 た 長距 離 歩 行 行事 の 魅力

とし て は、「 完歩 す る こと に よ る達 成 感」や「 日 常で は 得 られ ない 体 験」、

「友 人 と の交 流 」 が 多く 選 択 され た 。 池 田ら (2007)の 研 究 で も 、 友 人と

の交 流 が 長距 離 歩 行 行事 に 参 加し た と き の楽 し か った こ と と して 、 最も

回答 割 合 が高 い こ と が示 さ れ てい る 。 本 研究 の 結 果を 合 わ せ れば 、 コミ

ュニ ケ ー ショ ン 能 力 の育 成 や 友人 と の 交 流 と い っ た対 人 的 側 面や 、 心身

の健 全 な 発達 や 達 成 感・ 非 日 常的 体 験 と いっ た 恩 恵が 、 長 距 離歩 行 行事

の主 要 な 魅力 で あ る とい う こ とが で き る 。ま た 、 「地 域 の 自 然へ の 関心

を高 め る こと 」 や 、 「清 掃 活 動の 一 環 」 とい う 意 義を も っ て 行事 を 運営

して い る 高等 学 校 も あり 、 本 研究 で 回 答 割合 の 高 かっ た 項 目 以外 に も多

くの 魅 力 を有 し て い る可 能 性 が示 さ れ た 。  

長距 離 歩 行行 事 を 実 施し て い る理 由 の 結 果か ら 、 行事 を 実 施 して いる

高等 学 校 は、 伝 統 や 精神 力 ・ 達成 感 を 得 られ る 行 事と し て 現 在で も 継続

的に 実 施 して い る 高 等学 校 が 多い こ と が 示さ れ た 。精 神 力 ・ 達成 感 に関

する 内 容 は行 事 の 魅 力に 関 す る設 問 で も 回答 割 合 が高 く 、 本 研究 の 結果

は 、 長 距 離歩 行 行 事 は精 神 的 な効 果 が 得 られ る 行 事で あ る こ とを 更 に強

調し て い る。 ま た 、 交通 安 全 面や 生 徒 の 健康 面 で の考 慮 が で きる 点 や、

競争 を 目 的に す る よ りも 完 歩 を目 的 と し て実 施 で きる 点 が 、 マラ ソ ンと
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の主 な 相 違点 で あ る と考 え ら れる 。  

行 事 運 営 上 の 問 題 点 に 関 し て は 、 交 通 整 備 や 安 全 面 に 関 す る 項 目 が 、

最も 回 答 割合 が 高 か った 。 こ れは 、 下 田 (1999)の 持久 走 を 対 象に し た研

究で も 同 様の 結 果 が 示さ れ て おり 、 長 距 離歩 行 行 事や 持 久 走 大会 の 運営

時に は 、交 通 安 全 の 為の 交 通 整備 が 最 も 配慮 さ れ てい る こ と が示 さ れ た。

交通 整 備 や安 全 面 に 対す る 対 処方 法 と し ては 、 教 員・ 保 護 者 ・生 徒 ・地

域住 民 等 の協 力 (交 通整 理 、 チェ ッ ク ポ イン ト で の待 機 等 )が多 く 選 択さ

れて お り 、そ の 他 に コー ス の 調整 等 が 挙 げら れ て いた 。 運 営 協力 者 の人

数 が 尐 な いと い う 問 題点 に 対 する 対 処 方 法は 、 安 全面 の 対 処 方法 と 同じ

よう な 内 容に な っ て おり 、 教 職員 だ け で は足 り な い場 合 に は 、保 護 者、

地域 住 民 、自 治 体 、 さら に は 行事 に 参 加 しな い 生 徒に ま で 協 力し て もら

う高 等 学 校が あ っ た 。 こ れ ら のこ と か ら 、運 営 協 力者 が 果 た す主 要 な役

割は 、 行 事運 営 に お いて 特 に 留意 す べ き 点で あ る 安全 面 ・ 交 通整 備 のサ

ポー ト で あり 、 教 職 員だ け で 運営 協 力 者 が保 て な い場 合 は 、 保護 者 や地

域住 民 な ど高 等 学 校 を取 り 巻 く人 々 の 協 力が 求 め られ る 点 が 示 唆 さ れ た。

特 に 、 行 事 に 対 し て 何 か し ら の 形 で 保 護 者 が 協 力 し て い る 高 等 学 校 は

111 校 中 38 校 で 、保 護者 の 協 力は 重 要 な ポイ ン ト であ る こ と と考 え られ

る。ま た、事故 対 策 のた め に、医 療従 事 者の 協 力 を得 て い る 高等 学 校 (看

護師 や 医 師の 待 機 、救護 車 の 準備 等 )も あり 、警 察 、消防 、医療 関 係 者等

の 公 的 機 関か ら の サ ポー ト が 、行 事 運 営 にお い て 重要 な 要 因 とな る 場合

もあ る こ とが 考 え ら れる 。 「 運営 協 力 者 の人 数 が 尐な い 」 と いう 問 題点

に対 し て 、行 事 担 当 教員 以 外 の協 力 を 得 るこ と も 対処 方 法 と して 挙 げら

れて お り 、 行 事 を 盛 り上 げ て いく た め に は、 生 徒 の意 欲 向 上 だけ で はな

く 、 行 事 担当 教 員 以 外 の 行 事 に対 す る 意 欲を 向 上 させ る こ と も 必 要 であ

ると 考 え られ る 。 さ らに 、 行 事に 対 す る 生徒 の 意 欲が 低 い と いう 問 題点
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に対 し て 、行 事 に 欠 席す る 生 徒に 追 歩 行 を実 施 す るこ と で 行 事へ の 参加

率を 高 め てい た り 、 旗や 看 板 を使 用 し て 行事 を 実 施し て い る こと を 伝え

事故 防 止 をし よ う と して い た りし て 対 処 して い る 高等 学 校 も あり 、 様々

な工 夫 を しな が ら 意 欲の 向 上 を図 っ て い るこ と が 考え ら れ る 。生 徒 の意

欲を 向 上 させ る 方 法 につ い て は 、 行 事 の 必要 性 を 事前 指 導 で 理解 さ せる

こと や 、 完歩 賞 や ク ラス で の 団体 賞 を 準 備す る こ とで 意 欲 の 向上 を 図ろ

うと し て いる 。 行 事 を行 っ て い る 理 由 の 中で 、 完 歩を 目 的 と して い るこ

とや 、 達 成感 を 得 る と い う 考 えが 組 み 込 まれ て い るこ と か ら 、行 事 に対

する 意 欲 を向 上 さ せ 、完 歩 し たと き の 達 成感 を 得 るこ と が 重 要で あ る と

考え ら れ る。  

本研 究 に おい て 、 予 備調 査 の 協力 校 は 366 校 で あり 、 そ の うち 214 校

から 本 調 査へ の 協 力 の同 意 が 得ら れ た が 、本 調 査 に対 す る 回 答が 得 られ

た 高 等 学 校は 117 校 であ っ た 。こ の こ と に対 し て は 、 本 調 査 の 調 査 期間

が新 年 度 開 始 間 際 で あっ た 点 、ま た 行 事 が開 始 し たと き の こ とを 知 らな

い教 員 が 記入 す る た め回 答 し にく い 部 分 があ っ た 点に よ る 影 響が 考 えら

れる 。 ま た、 本 研 究 では 教 員 に対 し て 調 査を 行 っ たた め 、 実 際に 行 事に

参加 し て いる 生 徒 の 意識 に つ いて は 不 明 であ る 。 今後 の 研 究 では 、 実際

に歩 行 行 事に 参 加 し てい る 生 徒に 質 問 紙 調査 を す るこ と も 重 要で あ ると

考え ら れ る。  

本研 究 は 、現 在 ま で 長距 離 歩 行行 事 を 実 施し て き た高 等 学 校 が、 どの

よう に 行 事を 実 施 し 続け て き たか を 明 ら かに す る こと を 目 的 とし て 行っ

た 。 本 研 究よ り 長 距 離歩 行 行 事を 運 営 し てい く 際 の問 題 と し て最 も 広 く

認識 さ れ てい る こ と は、 安 全 のた め の 交 通整 備 で ある こ と が 明ら か とな

った 。 そ のた め の 対 処方 法 は 、交 通 指 導 員の 増 加 やコ ー ス 変 更な ど が挙

げら れ て いた 。 現 在 でも 行 事 を継 続 的 に 実施 し て いる 高 等 学 校で は 、行
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事に 対 し て魅 力 を 感 じて お り 、行 事 自 体 の魅 力 と して 、 心 身 の健 全 な成

長、 友 人 との コ ミ ュ ニケ ー シ ョン 、 達 成 感と い っ た内 容 が 挙 げら れ てい

る点 、 ま た運 営 面 か ら考 え る と、 マ ラ ソ ン大 会 よ りも 安 全 で ある 点 が、

現在 ま で 長距 離 歩 行 行事 が 伝 統的 に 実 施 され て き た大 き な 理 由で あ ると

思わ れ る 。  



第 4章 総合論議 

28 

 

第 4章  総合論議  

1．  本研究により得られた知見  

1-1 .  高 等 学 校 に お け る 長 距 離 歩 行 行 事 の 実 施 状 況 に つ い て  

 本 研 究 によ り 得 ら れた 知 見の 1 点 目 は 、 高 等 学 校に お け る 長距 離 歩行

行 事 の 実 施状 況 に 関 する も の で あ る 。 研 究Ⅰ に お いて 、 イ ン ター ネ ット

を 用 い て 調 査 を 行 っ た 結 果 、 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ の あ る 全 国 の 高 等 学 校

5058 校 にお け る 長 距離 歩 行 行事 実 施 率 は 8.8%(445 校 )で あ り 、マラ ソン

大 会 (25.4%)と 比較 する と 長 距離 歩 行 行 事の 実 施 率は 低 か っ た。マ ラソ ン

大会 の ほ うが 長 距 離 歩行 行 事 より も 実 施 率が 高 か った 理 由 と して は 、実

施距 離 の 長さ や 距 離 の長 さ に 伴う 所 要 時 間の 長 さ と関 連 し て いる の では

ない か と 考え ら れ る 。 研 究 Ⅱ より 、 行 事 を実 施 す る上 で の 最 重要 課 題は

安全 面 で の交 通 整 備 であ る と いう こ と が 示さ れ て いる 。 こ の 結果 か ら、

実施 距 離 が長 く 、 距 離が 長 い 分所 要 時 間 がか か る 長距 離 歩 行 行事 は 、交

通指 導 や コー ス 設 定 など で 、実 施 が 困難 であ っ た のか も し れ ない 。また 、

都 道 府 県 別 に 実 施 状 況 を 比 較 し た と こ ろ 、 長 距 離 歩 行 行 事 の 実 施 率 が

40%以 上で あ る 山梨 県の よ う な都 道 府 県 もあ れ ば、静 岡 県の よう に 長 距 離

歩行 行 事 の代 わ り に マラ ソ ン 大会 を 実 施 して い る 都道 府 県 や 、長 距 離歩

行行 事 を まっ た く 行 って い な い都 道 府 県 もあ っ た 。ま た 、 創 立年 度 の長

距 離 歩 行 行事 実 施 率 は変 わ ら ず 、 古 く か ら の 伝 統 校で も 、 近 年設 立 した

高等 学 校 でも 、 同 程 度の 割 合 で長 距 離 歩 行行 事 を 実施 し て い るこ と が確

認さ れ た 。  

 

1-2 .  長 距 離 歩 行 行 事 の 意 義 に つ い て  

本研 究 に より 得 ら れ た知 見 の 2 点 目 と し て、 長 距 離歩 行 行 事 の意 義が

あげ ら れ る。 研 究 Ⅱ より 、 「 長距 離 歩 行 行事 か ら 生徒 が 得 ら れる も の、
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もし く は 魅力 」 、 「 マラ ソ ン 大会 で は な く長 距 離 歩行 行 事 を 実施 し てい

る理 由 」 、「 行 事 に 参加 し て いる 生 徒 の 目線 か ら 見た 長 距 離 歩行 行 事の

魅力 」 の 3 項目 か ら 得ら れ た 長距 離 歩 行 行事 の 意 義の 共 通 点 は 、 「 精神

的成 長 」 や 「 完 歩 し たこ と に よる 達 成 感 を味 わ う 」と い っ た 心理 的 恩恵

に関 す る もの で あ っ た 。 ま た 、「 運 動 か ら人 間 関 係の 構 築 が 図れ る 」や

「友 人 と の交 流 が 深 めら れ る 」と い っ た 項目 も 、 多く 選 択 さ れて い るこ

とか ら 、 コミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 能力 の 発 達 とい っ た 社会 的 恩 恵 も長 距 離歩

行行 事 の 意義 と し て 考え ら れ る。 そ の た め、 行 事 を運 営 し て いる 教 職員

は、 生 徒 が 行 事 を 経 験す る こ とで 精 神 的 成長 や コ ミュ ニ ケ ー ショ ン 能力

の向 上 が 得ら れ る と 考え て い る可 能 性 が 示さ れ た 。 研 究 Ⅱ よ り得 ら れた

心理 的 ・ 社会 的 恩 恵 は、 学 習 指導 要 領 の 「安 全 な 行動 や 規 律 のあ る 集団

行動 の 体 得、 責 任 感 や連 帯 感 の涵 養 」 と いっ た 内 容と 関 連 し てい る と考

えら れ る こと か ら 、 長距 離 歩 行行 事 は 心 理的 ・ 社 会的 恩 恵 を 意義 と して

行っ て い る可 能 性 が 示唆 さ れ た。 さ ら に 、 大 窄 ら (2006)に よ ると 、 現代

の子 ど も の問 題 点 は コミ ュ ニ ケー シ ョ ン 不足 や 精 神的 成 長 の 遅れ で ある

と示 唆 さ れて お り 、 長距 離 歩 行行 事 は こ のよ う な 問題 に 対 し て 有 効 な行

事で あ り 、高 等 学 校 で行 事 を 経験 す る こ とは 子 ど も の 成 長 に 役立 つ かも

しれ な い 。  

 

1-3 .  長 距 離 歩 行 行 事 の 問 題 点 と 対 処 方 法 に つ い て  

 本 研 究 から 得 ら れ た 3 つ 目 の 知見 は 、 長距 離 歩 行行 事 の 問 題点 と その

対処 方 法 につ い て で ある 。 研 究 Ⅱ で 、 「 長距 離 歩 行行 事 の 廃 止、 縮 小、

ある い は 他行 事 へ の 変更 の 計 画・ 検 討 」 、「 長 距 離歩 行 行 事 を運 営 して

いく に あ たっ て 、 困 難を 生 じ る点 」 、 「 行事 に 参 加し て い る 生徒 の 目線

から 見 た 長距 離 歩 行 行事 の 問 題点 」 の 3 項目 か ら 共通 し て 得 ら れ た 問題
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点は 、 「 安全 面 の 交 通整 備 」 であ る 。 「 安全 面 で の交 通 整 備 」の 具 体的

な問 題 点 に は 、 「 交 通量 を 多 い道 を 通 る 」や 「 歩 道の な い 道 路を 通 行す

る」 と い った 内 容 が 挙げ ら れ てい た 。 さ らに 、 そ の具 体 的 な 対処 方 法と

して 、 教 職員 以 外 の 交通 指 導 員 (警 察、 保護 者 等 )の 増 加や 、 適 切 な コー

ス設 定 と いっ た 内 容 が挙 げ ら れた 。 安 全 面と 関 連 して 、 医 療 従事 者 に協

力を 依 頼 して お き 緊 急時 に 備 えて い る 高 等学 校 も あっ た 。 安 全面 で の交

通整 備 対 策と し て は 、教 職 員 だけ で は な く、 保 護 者や 地 域 住 民、 医 療従

事者 の よ うな 周 り の 協力 体 制 を作 る こ と が重 要 だ と考 え ら れ る。  

 

2．  展望  

本研 究 は 、高 等 学 校 にお け る 長距 離 歩 行 行事 会 の 実施 状 況 に つい て全

国的 に 調 査 ・ 検 討 し 、行 事 運 営に つ い て 調査 し た 初め て の 研 究で あ る。  

研究 Ⅱ の 質問 紙 調 査 に回 答 の 得ら れ た 、 現在 で も 継続 し て い る高 等学

校 117 校 の 中に は 、 行事 を 縮 小・ 廃 止 し よう と 計 画し て い る 高等 学 校が

22 校 (18.8%)存 在 し た。 そ の 原因 と し て 、行 事 を 始め た 段 階 では 、 教育

的意 味 を 持っ た 歩 行 教育 で あ る歩 育 を 目 標と し て 行っ て い た が、そ の後、

歩行 環 境 の変 化 や 、 教育 制 度 の改 革 な ど 状況 が 様 々に 変 化 し たこ と が 考

えら れ る 。さ ら に 、 行事 運 営 の問 題 点 に おい て 特 に多 く 挙 げ られ て いた

のが 、 安 全面 で の 交 通整 備 や 運営 協 力 者 の人 数 の 減尐 で あ る 。 安 全 に行

事を 行 う ため の 交 通 整備 に は 、運 営 協 力 者 の 存 在 が必 要 不 可 欠 と な る。

この こ と は 、 学 校 場 面で 身 体 活動 を 促 進 する た め に行 っ た 研 究の 中 でも

述べ ら れ てお り (Chodzko-Zajko et.al, 2008)、 学 校行 事 を 運 営 し て いく

際に は 、 教職 員 だ け では な く 、地 域 住 民 のサ ポ ー トが 必 要 に なっ て くる

だろ う 。 研究 Ⅱ で 示 され た 対 策方 法 と し て 「 保 護 者に よ る 協 力を 得 る 」

と い う 対 策が 多 く 挙 げら れ て いた が 、 尐 子化 に よ る生 徒 数 の 減尐 に 伴い
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保護 者 数 も減 尐 し て いる と 考 えら れ る こ とか ら 、 保護 者 の 協 力に 頼 るの

は 難 し い 可能 性 が あ る。 そ こ で、 地 域 住 民、 特 に 卒業 生 の 協 力が 重 要に

なっ て く ると 考 え ら れる 。 卒 業生 は 行 事 を経 験 し てお り 、 そ の恩 恵 を受

けて い る こと か ら 、 行事 を 継 続的 に 実 施 して い こ うと い う 意 欲が 高 いか

もし れ な い。  

本研 究 の 課題 は 、 高 等学 校 に どの よ う な 形で 「 歩 育」 を 取 り 入れ てい

くか で あ る。 現 在 、 「歩 育 」 の意 義 や 問 題点 に つ いて 研 究 し たデ ー タが

尐な く 、「 歩育 」と し て 高 等 学 校の カ リ キ ュラ ム の 中に 取 り 入 れる に は、

十分 な 有 効性 が 示 さ れて い る とは 言 え な い。 今 後 は本 研 究 の よう な 研究

結果 を 示 し 、 「 歩 育 」の 有 効 性を 示 し て いく 必 要 があ る 。 し かし 、 現代

社会 に お いて 子 ど も の遊 び や 身体 活 動 の 減尐 、 体 力低 下 、 犯 罪の 低 年齢

化な ど の 問題 が 指 摘 され て お り、 そ の よ うな 問 題 の背 景 に は 、子 ど もの

生育 環 境 や遊 び の 変 化、 他 者 との 関 わ り 合い や コ ミュ ニ ケ ー ショ ン 能力

の不 足 と いっ た 内 容 が挙 げ ら れる (大窄 ら 、 2006)。 こ のよ うな 子 ど もの

抱え て い る 多 く の 問 題点 を 解 決す る た め に 、 学 校 での 体 育 教 育の 役 割は

大き い 。 中で も 、 本 研究 で 取 り上 げ た 「 歩育 」 と いう テ ー マ によ り 、心

身の 健 全 な発 達 や コ ミュ ニ ケ ーシ ョ ン 能 力を 養 い 、完 歩 す る こと に よっ

て 大 き な 達成 感 を 得 るこ と に よっ て 、 諸 問題 の 解 決に つ な が る可 能 性が

ある 。 閉 校や 合 併 に より 行 事 継続 を 検 討 して い る 高等 学 校 に おい て も、

行事 に よ って 得 ら れ る恩 恵 を 理解 し つ つ も運 営 が 困難 な 状 況 にな っ てし

まっ て い る。 そ こ で 、本 研 究 のデ ー タ を 発信 す る こと で 、 本 研究 で 取り

上げ ら れ た 行 事 の 意 義を 認 識 し 、 問 題 点 に対 す る 対処 方 法 を 利用 す るこ

とで 、 今 後も 継 続 的 に実 施 出 来る よ う に なる と 考 えら れ る 。 実施 し てい

る高 等 学 校が 、 積 極 的な 情 報 交換 を 出 来 るよ う に なる こ と 、 それ こ そ 長

距離 歩 行 行事 が 継 続 的に 実 施 し出 来 る よ うに な る 上で 、 最 も 効果 的 な手



第 4章 総合論議 

32 

 

助け と な るだ ろ う 。 本研 究 に よっ て 長 距 離歩 行 行 事の 意 義 や 魅力 を 認識

する こ と で 、 今 後 の 継続 的 な 実施 、 さ ら には 長 距 離歩 行 行 事 を通 じ た歩

行教 育 の 普及 へ と つ なが る と 考え ら れ る 。  

 

 

本 研 究 の 出 典  

本研 究 は 、以 下 の 学 術論 文 を 加筆 ・ 訂 正 した も の を中 心 に 構 成 さ れて

いる 。  

研究 Ⅰ : 木内 虹 平 ・ 原田 和 弘 ・秋 山 由 里 ・中 村 好 男  (2007)．  高 等学

校 にお け る 強 歩 大会 の 実態 調 査 ，  ウォ ー キン グ 研 究 ，  11，  

89-93．  

研 究 Ⅱ ： 木 内 虹 平 ・ 原 田 和 弘 ・ 中 村 好 男  (2008 )．  高 等 学 校 に お け る

長 距 離 歩 行行 事 の 意 義 と 運 営 にお け る 問 題 点 と そ の対 処 方 法 ，  

ウォ ー キ ング 研 究 ，  12，  127-133．
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長距離歩行行事に関する全国調査ご協力のお願い 

 

 寒風の侯、貴校にはますますご清祥のことと存じ上げます。さて、今般、日本ウォーキング学会では、我が国

の高等学校における長距離歩行行事についての全国調査研究を実施することとなりました。つきましては、本調

査にご協力を賜ることが出来ますと幸いに存じます。ご多忙の折、誠に恐縮ではございますが、何卒ご高配のほ

ど、よろしくお願いいたします。 

 

記 

１． 研究のねらい 

 近年、生活習慣病や健康促進といった問題意識が背景にある中、中高年者にはウォーキングが勧められていま

す。また、子どもへのウォーキング促進の取り組みも盛んに行われています。ただし、青年期におけるウォーキ

ング実施状況については明確には把握されていません。 

ところで、高等学校の中には、学校行事として長距離歩行を実施している学校があります。長距離歩行には、

運動に対する意識を高めるだけではなく、忍耐力を身に付けたり、友人同士の助け合いの気持ちが生まれたりす

るなど、高校生の人格形成にも有効であると言われています。 

そこで日本ウォーキング学会では、全国の高等学校で、教育プログラムの一環として長距離歩行行事(強歩大

会、ウォーキング大会など)をどの程度実施しているかを明らかにすることを目的とした調査を実施しておりま

す。 

 

２． 本研究の構成 

 本調査の前提といたしまして、全国すべての高等学校のホームページを閲覧し、長距離歩行行事の実施の有無

を調査しました(別刷参照)。この資料は、ウォーキング研究第 11 号にて研究発表として掲載されたものです。

この研究発表を踏まえて、その実施状況についてさらに詳しく調査するために、本質問紙調査を企画いたしまし

た。 

今回の質問紙は最小限の項目に留めておりますが、その結果を踏まえて、さらに詳しい内容について第二次質

問紙調査を実施する予定です。第二次調査にご協力いただける場合には、質問紙末尾の設問にてご解答いただけ

ますと幸いです。 

 

３． 調査期間 

ご回答は、同封の返信用封筒にて、2008年1月18日(金)までにご投函下されば幸いです。 

 

４． 結果の報告について 

 ご協力いただきました結果につきましては、とりまとめ次第、報告書を送付いたします。 

 

本件照会先        

早稲田大学体力科学研究室内 

日本ウォーキング学会 長距離歩行研究班 

責任者・中村好男 

〒359-1192 埼玉県所沢市三ヶ島 2-579-15  
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TEL& FAX：04-2947-6829（担当 木内） 
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2．　貴校で実施されている長距離歩行行事についてお知らせ下さい。

　　男子（　　　ｋｍ）

　　女子（　　　ｋｍ）

　　はい　　　いいえ

（連絡先）

担当者名：

電話番号：

メールアドレス：

　　ｄ)　歩行距離

3.　今後、詳細な調査の実施にご協力していただけますか？

　　　　対象学年)　　　１年生　　　2年生　　　3年生　　　全学年

　　　　参加要件)　　　全員　　　希望者のみ　　　その他(　　　　　　　)

　　a) 　学校名 　　(                                 高等学校 ) 

　　b)　創立年度　(　　　　　　　　　年)
　　　　※明治5年(1872年)学制発布以降の年号でお知らせください

　　c)　今年度の実施日程　(　　　月　　　日)

貴校の高等学校で実施されている長距離歩行行事についてお尋ねします。
以下の質問に対して、空欄への記入、または、当てはまるものに○をつけてお答
え下さい。

1．　貴校についてお知らせ下さい。

ご協力ありがとうございました。返信用封筒にてご返送下さい。

　　b)　開始年度　(　　　　　　　　　年から) 

　　e)　参加者

　　a)　行事名称　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

今後の調査にご協力いただける場合は下記にご記入ください。
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長距離歩行行事に関する全国調査ご協力のお願い 

 

 早春の侯、貴校にはますますご清祥のことと存じ上げます。このたびは、高等学校の長距離歩行行事に関する

質問紙調査へのご協力を頂きまして、誠にありがとうございました。おかげ様で、回収率も 8 割を超える結果と

なり、非常に貴重なデータを頂くことが出来ました。貴校のデータから、長距離歩行行事の普及につなげていけ

ればと考えております。 

さて、今般、日本ウォーキング学会では、先日の質問紙にてご協力して頂けるとご回答頂いた高等学校を対象

に、追加調査を行なうこととなりました。つきましては、本調査にご協力を賜ることが出来ますと幸いに存じま

す。ご多忙の折、誠に恐縮ではございますが、何卒ご高配のほど、よろしくお願いいたします。 

 

記 

５． 研究のねらい 

 先行研究にて、全国で長距離歩行行事を実施している高等学校が 445校（全国で約 9％）であることが明らか

となりました。しかし、その実施率は低下しており、前回の質問紙調査の中でも、中止したという返答を頂いた

高等学校もありました。長距離歩行行事が減尐傾向にある中で、行事の位置づけはどのようなものなのでしょう

か。その検討を行うために、今回の第 2次調査では、長距離歩行行事を実施している高等学校を対象に、長距離

歩行行事の魅力、行事の問題点に対する対処方法を伺いその情報を整理して発信することによって、現在実施し

ている高等学校が、今後も継続的に行事を実施していくことの手助けが出来るのではないかと考えました。また、

他の体育行事と比較して、長距離歩行行事ならではの魅力を引き出すことも、今後の行事の存続、さらには発展

に繋がっていきます。 

そこで日本ウォーキング学会では、全国の高等学校で、教育プログラムの一環として実施されている長距離歩

行行事(強歩大会、ウォーキング大会など)が、どのような魅力を持っているか、また運営上の問題点とその対処

法を明らかにすることを目的とした調査を実施致します。 

 

６． 本研究の構成 

前回ご協力頂いた質問紙は最小限の項目に留めておりました。その結果を踏まえて、今回の調査では、さらに

詳しい内容について第 2次質問紙調査を実施します。同封した質問紙にご記入して頂ければ幸いです。 

 

７． 調査期間 

ご回答は、同封の返信用封筒にて、2008年5月21日(水)までにご投函下されば幸いです。 

 

８． 結果の報告について 

 ご協力いただきました結果につきましては、とりまとめ次第、報告書を送付いたします。 

 

本件照会先        

早稲田大学体力科学研究室内 

日本ウォーキング学会 長距離歩行研究班 

責任者・中村好男 

〒359-1192 埼玉県所沢市三ヶ島 2-579-15  
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TEL& FAX：04-2947-6829（担当 木内） 
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長距離歩行行事に関する調査(追加調査) 

【本調査の目的】 

長距離歩行行事の魅力、長距離歩行行事の問題点に対する対処方法を伺いその

情報を発信することで、現在長距離歩行行事を実施している高等学校が今後も継

続的に実施していけるような手助けとなる資料の作成をすることを目的として

います。 

 

調査期間は、本調査紙が届いた日より平成 20年 5月 23日(金)までとな

っております。回収は、郵送となりますので平成 20年 5月 21 日(水)まで

にポストへ投函をお願いいたします。返送の際は、同封の返信用封筒に入

れて下さい。 

本調査の概要は、同封いたしました依頼状に記載してありますように、

長距離歩行行事を今後も継続していくために、貴校のご回答が是非とも必

要でございます。ご多忙のところ誠に恐れ入りますが、ご協力よろしくお

願いいたします。 

 

 

                  平成 20 年 5月 

                 早稲田大学スポーツ科学学術院 

                 調査責任者 中村好男(早稲田大学教授) 

 

問い合わせ・連絡先 

     早稲田大学スポーツ科学学術院 体力科学研究室 (担当：木内) 

電話 04-2947-6829 

 

記入上のお願い 

１）全ての設問にお答え下さい。 

２）回答はそれぞれの設問にある選択肢の中から選び、数字の上に○を記入して下さい。 

３）｢その他｣という回答になった場合、まず｢その他｣の番号の上に○を記入し、さらに

具体的な事柄を(    )内に記入して下さい。 

４）選択肢がない設問の場合には、(    )内にご自由にご記入下さい。 
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問１ 貴校の学校名をお答えください。 

(           )高等学校  

問２ 貴校での長距離歩行行事を実施する目的はどのようなものですか。当てはまるもの全てに○をつけてく

ださい(複数回答可)。 

１． 体力向上 

２． 精神力向上 

３． 友人関係の構築 

４． 自然との触れ合い 

５． 運動習慣の確立 

６． 達成感を得るため 

７． 学校生活を明るく楽しいものにするため 

８． 他校との交流 

９． 新入生の歓迎 

１０． その他(                  ) 

 

問３  ２００７年度、もしくは直近の長距離歩行行事の参加者数と完歩率はどの程度ですか。可能でしたら、

男女別・学年別の完歩率もお答えください。 

参加者数：(      )人 

完歩率 

全体：(     )％ 

性別：男子(     )％  女子(     )％ 

学年：１年生(     )％  ２年生(     )％  ３年生(     )％ 

 

問４ 実際に実施していく中で、貴校で実施されている長距離歩行行事から生徒が得られるもの、もしくは魅

力はどのようなものですか。当てはまるもの全てに○をつけてください(複数回答可)。 
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１． 心身の健全な発達を促す 

２． 集団での団結力を身につけられる 

３． 運動から人間関係の構築を図れる 

４． 生徒の体育授業の成績発表の場として活用できる 

５． 運動に対する関心や意欲の向上につながる 

６． 運動習慣が身につく 

７． 活力のある生活を生み出す態度を育てる 

８． その他(                      ) 

 

問５ 貴校では長距離歩行行事以外では、どのような体育行事を行っていますか。当てはまるもの全てに○を

つけてください(複数回答可)。 

１．運動会(または別名同等行事)  

２．マラソン大会  

３．駅伝大会  

４．登山 

５．その他(                  ) 

 

問６ 事前調査において、マラソン大会等を実施している高等学校は全国で１２８７校(２５．４％)という結

果が得られました。貴校において、マラソン大会ではなく長距離歩行行事を実施している理由があればお

知らせ下さい。 

 

 

 

 

 

問７ 貴校で実施されている長距離歩行行事について、廃止、縮小、あるいは他行事への変更などの計画・検

討がありますか。ある場合は、その内容と理由もご記入下さい。 

     

１．はい 

２．いいえ 
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問８ 長距離歩行行事を運営していくにあたって、困難を生じる点はございますか。下記のうち当てはまるも

の全てに○をつけて下さい(複数回答可)。 

１． 行事を実施する上での安全面での交通整備が難しい 

２． 地域住民の理解が足りない 

３． 運営協力者の人数の少ない 

４． 週 5 日制による体育行事削減への対応 

５． 生徒の行事に対する意欲が低下したこと 

６． 他の体育行事との兼ね合い 

７． 行事実施中の事故 

８． その他(                  ) 

問９ 現在、長距離歩行行事を実施している高等学校で、問８で上げられたような問題点があることが検証さ

れています。貴校ではそのような問題を、具体的にどのような内容でどのように対処・解決してきたか、

または、もしもそのような事態に直面したらどのように対処していくことができるのかについて他校への

参考となる情報があれば、下記にご記入下さい。 
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「１．行事を実施する上での安全面での交通整備が難しい」について 

 

 

 

 

 

 

 

「２.地域住民の理解が足りない」について 

   

 

 

 

 

 

 

「３.運営協力者の人数の少なさ」について 

 

 

 

 

 

 

 

「４.週 5 日制による体育行事削減への対応」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対処･解決方法 

対処･解決方法 

対処･解決方法 

対処･解決方法 

内 容 

内 容 

内 容 

内 容 
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「５.生徒の行事に対する意欲が低下したこと」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

    「６.他の体育行事との兼ね合い」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「７.行事実施中の事故」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

「８.その他」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

対処･解決方法 

対処･解決方法 

対処･解決方法 

対処･解決方法 

内 容 

内 容 

内 容 

内 容 



資料 

49 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問１０ 実際に長距離歩行行事を歩いている生徒から見た、長距離歩行行事の魅力はどのようなものが考えら

れますか。当てはまるもの全てに○をつけてください(複数回答可)。 

１． 体力が向上する 

２． 精神力や忍耐力が向上する 

３． 完歩したことで達成感が得られる 

４． ストレスを解消できる 

５． 日常では経験できない体験が得られる 

６． 自然と触れあえる 

７． 友達との交流が深められる 

８． 他校の生徒と交流が得られる 

９． みんなで 1 つのことに取り組むことが出来る 

１０． ウォーキングに興味が高まる 

１１． 運動習慣が身につく 

１２． その他(                  ) 

問１１ 実際に長距離歩行行事を歩いている生徒から見た、長距離歩行行事の問題点はどのようなものが考え

られますか。当てはまるもの全てに○をつけてください(複数回答可)。 

１． 満足感や充実感を得られない 

２． 行事に対する魅力を理解出来ない 

３． ウォーキング自体に興味がない 

４． 歩行距離が長い、短い 

５． 気温が高い、低い 

６． コースが歩きづらい 

７． 体力差(性別や学年など)の考慮がない 

８． その他(                  ) 

以下の問１０・問１１については実際に長距離歩行行事に参加している生徒からの目

線でご記入下さい。 
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最後に、本調査についてなにかご意見がございましたら、ご自由にお答え下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問項目は、これで終わりです。記入漏れがないか、もう一度ご確認下さい。 

ご協力、誠にありがとうございました。 

 

 

先日行なった第１次調査では、長距離歩行事の「しおり」や「行事要綱」を送付して頂いた

高等学校がありました。私ども長距離歩行行事研究班では、そのような資料の重要性を理解し、

その内容も踏まえて研究を進めていきたいと考えております。 

そこで、貴校で長距離歩行行事についてのしおりや要綱がございまして、差支えがないよう

でしたら、ご送付頂けましたら幸いです。しおりや要綱について、以下の 4 つの中から 1 つお

選び頂きますよう、お願い申し上げます。 

なにとぞご理解とご協力のほどよろしくお願い致します。 

 

１． 本調査紙と共に同封、送付いたします。 

２． 別便にて送付いたします。(着払い) 

３． 送付の方法について確認したいので連絡を希望します。 

４． 送付する資料は特にありません。 

 

 

 

 

長距離歩行行事に関する資料送付のお願い 

 


